
 

 

 

Press Release(H26/7/23)  

                         

マレーシア国民大学と岐阜大学工学部との 

国際ジョイントセミナーの開催について 
 

岐阜大学工学部では，マレーシア国民大学（ＵＫＭ）と国際ジョイントセミナーを下記の

とおり開催いたします。 

このセミナーは本年 1 月にマレーシア国民大学と岐阜大学工学部とが学術交流協定を締結

（別紙 ホームページ記事参照）したことに基づき実施されるもので，今回は主に化学系，

生化学系および材料系の分野について双方の大学から研究発表が行われます。 

セミナーに当たってはマレーシア国民大学からは１７名の研究者が来日し，岐阜大学から

は学長，国際・広報担当理事，教員，さらに学生も多数参加することを予定しています。 

 セミナー終了後は，マレーシア国民大学の方々は文化交流として，8 月 2 日（土）には白

川郷を見学し，夜には岐阜市内で開催される花火大会を見学されます。 

このセミナー開催により両大学の交流がますます盛んになり，今後は学生間の交流も活性

化することが期待されます。 

 つきましては，取材方よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

日   時 ： 平成２６年７月３１日（木），８月１日（金） 

会   場 ： 岐阜大学 大学会館第６集会室（岐阜市柳戸 1-1） 

プログラム ： 7 月 31 日（木） 

13：00～17：40 開会式，研究発表 

18：00～20：00 交流会 

8 月 1 日（金） 

  9：00～16：50 研究発表会 

17：00～   閉会式 

 

【本件に関する問い合わせ】 

リム リーワ（Lee Wah LIM） 

岐阜大学工学部化学・生命工学科 准教授 

電話 058-293-2815，e-mail: lim@gifu-u.ac.jp 

 

纐纈 守 

岐阜大学工学部化学・生命工学科 教授 

電話 058-293-2619，e-mail: koketsu@gifu-u.ac.jp 

  

〒501-1193 岐阜市柳戸１－１  
岐阜大学総合企画部総務課

Tel 058-293-2009
Fax 058-293-2021

e-mail:kohositu@gifu-u.ac.jp
URL: http://www.gifu-u.ac.jp/



 

（岐阜大学工学部ＨＰ > トップページ  > トピックス  から） 

 

マレーシア国民大学（UKM）との学術交流協定を締結（2014 年 1 月 22 日） 

 

岐阜大学工学部は 2014 年 1 月 22 日、マレーシア国民大学（University Kebangsaan 

Malaysia / National University of Malaysia 、以下；UKM）の理工学部と学部間で学術

交流協定を締結しました。UKM は 1970 年に設立されたマレーシアを代表する研究大学の

ひとつであり、首都クアラルンプール（Kuala Lumpur）の南東約 35 キロのスランゴール

州バンギ（Selangor, Bangi）に位置します。 

 マレーシア国民大学は、マレーシア語での名称 "University Kebangsaan Malaysia" の

頭文字を取って”UKM”と呼ばれ、「国民」にあたる部分は英語で”national”なので、国

立大学という意味の他、”national”には国民の熱意と支援によって設立されたという意味も

含んでいます。創立以来、研究やアカデミックなプログラム、地域社会への関与と国際化へ

の優れた実績で、スランゴール州周辺の主要な大学のひとつに発展し、教員も学生もそのこ

とが大きな誇りです。 

 この学部間協定は、岐阜大学工学部の纐纈 守 教授（化学・生命工学科/物質化学コース）

が 2011 年、インドで開催された国際会議で UKM の Bohali 教授と知り合ったことをきっ

かけに交流が始まり、2013 年 9 月に纐纈 教授が UKM に招待された際、大学間交流に関

する意思表示があり実現したものです。UKM は 13 の学部を有する総合大学であり、様々

な国際的な大学ランキングでも常に国内最上位に位置し、マレーシアを代表する最高学府の

ひとつとして内外から高い評価を得ています。 

 

 2013 年 12 月、野々村 修一 副学部長ら 3 名の工学部教員が UKM を訪問し、UKM 理

工学部の概要説明を受け、各学科の主な研究や設備を紹介されました。野々村 副学部長によ

る岐阜大学工学部の概要説明後、UKM の理工学部長と協定書への調印が執り行われました。

UKM の理工学部は同大学において最大の学部であり、バイオサイエンス・バイオテクノロ

ジー学科、応用物理学科、ケミカルサイエンス・食品技術学科、数理科学科、環境・自然資

源学科を有し、岐阜大学としては工学部に限らず、応用生物科学部や教育学部など他学部と

の交流により、将来大学間協定に発展することが期待されます。今回の学部間学術交流協定

調印により、大学間の教職員・学生が活発に交流し、両大学の教育・研究活動のますますの

活性化が期待されます。 

 

 


